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1，　 は じめ に

　 日常 、 写真 を見る際に、撮影 した時とは色 の 印象

が異なる こ とが ある 。 例えば、赤く染ま っ た夕焼け

の 風景の 写真を蛍光灯の もとで 見 る と、撮影 し た と

きに比 べ て赤く見 える。 こ れ は照明認識視空間の概

念を用い る と簡単に説明で きる。図 1 は模式的な照

明認識視空間の概念図で 、冂の 大きさは 明るさ、軸

の 傾きは色を表 して い る。例えば、軸が右に傾けば

赤みが、左に傾けば緑み が増して い く． 図の 中央に

本来人間が持 っ て い る色 の 認識 の 軸、認識基本軸が

あ り、これは お お よそ 白に
一

致 して い る。照明軸は

空間の 照 明の 色を表す物理的な量 で 、認識軸はある

照明下で の 白の 認識 の 位置を表 して い る 。 図 1・a は

赤 い 照明で の 概念図で、照明軸が赤方向に傾 い て い

る。 これ に引っ 張られる よ うに 認識軸 も赤方向に傾

き 、 赤い照明認識視空 問を形成 し て い る。こ の 認識

に照らし合わせ て物体などの色を知覚 して い るの で

物理的に赤い景色を見て い るに も関わ らず、それほ

ど赤い と感 じない ．図 1−b は白色照明の もとで図 1−a
の 時に撮 っ た写真を兄た場合の もの で ある。白い照

明なの で照明軸は基本軸に重な り、白い照明認識視

認
識

照
明
軸

照 認

図 1．照明認識視空間の 概念図

画

像
軸

空問が川来て い るの で認識軸も重な っ て い る。だが、

画像軸は図 1−a の 照明軸と同 じだけ赤方向に傾 い て

い るの で先程に比 べ て赤く見えて しま うの で ある 。

これを元通 りに知覚す る為には図 1−b の 認識軸と画

像軸 の 傾きの 差を図 且
・
a の 照明軸 と認 識軸の 傾きの

差θと同じにすれば よい と考え られ る。

　本研究の 目的は、撮影時 と観察時で 異なる色印象

に知覚 された写真を元通 りに知覚するために、写真

に対 して どれ ほ ど の 修正 を加 える必 要が あるか定量

的に 示すこ とで ある。

2．　 実験

　図 2・a の FLr、の みが つ い て い る状態の学習室 で 、

被験者は 5 分間部屋の色印象を記憶する。そ の後、

椅子 を反転させ て異な る色 の FLQ の みが つ い て い

る状態の 観測室 （図 2−b）を向き、中央の壁に空い

た窓を通して リアス ク リ
ー

ン 上の ス ライ ド画像を見

る、実験中、被験者は片 目で観察す る こ とに よりス

ライ ドは 窓に張 り付い て 見 え、観測室 の 中の 物体と

して知覚され る。 被験者の仕事は 、学習室で 記憶 し

a ．学習室

b．観測室

図 2．実験装 W
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た景色 の 色印象 と同じに見えるス ライ ドを手元 にあ

る リモ コ ン で選択す る こ とである 。

実験条件として、FLI、をシ ア ン 色に FfO を 白色に し

た C シ リーズ とFLL を自色に FLo をシ ア ン 色に した

D シ リーズを採用する。両実験に使用したス ライ ドは

図 3に◆で示す ように、照明の色をシア ン か ら白色ま

で 徐 々 に変化 させた学習室をあらか じめ撮影 した 9

枚で 構成されて い る。

被験者 は 5 人 。 全員、色覚正常者である。
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図 3．使用 した ス 鋤 ド画像 と照

　　明光の 色

3． 結果 と検討

　 選択 された ス ラ イ ドの 色を u ∀色度図 トにプ ロ ッ

　トす る。 図 4 は被験者 5 人の平均の実験結果で 、図

4−a は C シ リ
ーズ、図 4−bは D シ リ

ー
ズ の結果で あ

る。また、］助、LD はそれぞれ C シ リ
ーズ、　 D シ リ

ーズ の学習室、Oc、　 OD は C シ リ
ーズ

、
　 D シ リ

ーズ

の 観測室 の照明の色で ある。図 4−a を見 る と、C シ

リ
ーズでは 5人 の 平均 結果 （十 ）は Icで はな く Oc

の 付近 にある 。
っ ま り、

Lc そ の まま の 写真を提示 し

て も青っ ぼく見え、逆に だ い ぶ 白く修IEされた もの

を シ ア ン色の 学習室 で の 見えと同じ色印象に知覚 し

て い る n また D シ リーズ で は 1 人の 結果を除い た 4

人 は先程に 比 べ て b に近い もの に対応する写真を

学習室 で の 見えと同 じ色印象に知覚 し て い る。あま

り修正 を加えて い な い 白っ ぽ い ス ライ ドを同 じ色印

象に 知 覚 し て い る 。

　こ こ で修正量 を定量的に表す方法を図 4・a に つ い

て考えてみる。例えば結果点の ＋が L の ときは 0％、

＋ が 0 に来 るときは 100％の修止が必要と考え る。

こ の とき の L か ら＋ までが実際に必要な修正量 で あ

る。こ の 考えを使 うと、C シ リ
ーズでは約 80％、　 D

シ リーズで は約 30〜40％の 修 正が必 要となる 。

C シ リ
ーズ の結果を見 る と、先程 の 照明認識視空

間の 予測 とほ ぼ 致 して い る。しか し、D シ リ
ーズ

で は照明認識視空 間の 予測 とは
一

致 しなか っ た。

4． 結論

C シ リ
ーズでは約 80％ 、 D シ リ

ーズでは 30〜40％
の修正 が 必 要で ある。
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図 4．被験者 5人 の 実験結果とそ の 平均。◎、学習室の 照 明の 色 ；▲ 、観測 室の

照明 の 色 ；十、平均結果。
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